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し尿処理施設管理運営委員会議事録 

 

日 時：令和７年１１月１１日（火） 

                          午後２時～２時３０分 

                      場 所：第１プラント 会議室 

 

１．開会 

２．管理者挨拶 

３．委員長の選出 

４．議 題 

  （１）第１プラントの運営状況および今後の予定について 

  （２）その他 

 

事 務 局： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

管 理 者： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

定刻になりましたので、ただ今から、令和７年度湖北広域行政事務

センターし尿処理施設管理運営委員会を開会させていただきます。 

 委員の皆様には、公私ともに大変ご多用の中、ご出席をいただき誠

にありがとうございます。 

 また、日頃は第１プラントの管理運営をはじめ当センターの業務

各般にわたり、ご理解、ご協力を賜り、厚くお礼申しあげます。 

本日、１号委員の４名がご都合により欠席でございますのでご報

告いたします。本日のご出席は、委員１０名のうち６名でございま

す。よって当管理運営委員会規則第４条第２項の規定により過半数

に達しており、本会議が成立しておりますことをご報告申しあげま

す。 

 それでは開会にあたりまして、当センター管理者よりごあいさつ

申しあげます。 

 

皆さん、こんにちは。本日は、第 1プラントのし尿処理施設管理運

営委員会を開催いたしましたところ、委員の皆様方には公私ともご

多用の中、ご出席賜りまして厚くお礼申しあげます。とりわけ、地元

委員の皆さまにおかれましては、日ごろの施設運営にご理解とご協

力を賜り、お礼申し上げます。 

また、地元の皆様方には、昭和４９年の供用開始以来５１年間、本

当に長きにわたり、当センターの業務各般にわたりまして、格別のご

理解、ご協力を賜りまして重ねて心より厚くお礼申しあげます。 

さて、ここ第１プラントでは施設の老朽化が進む中、設備の機能を

維持するため細心の注意を払いながら、メンテナンスを行ってまい

りました。おかげをもちまして、今年の 9 月末の受入終了を無事に
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事 務 局： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委   員： 

 

事 務 局： 

 

 

議   長： 

 

 

 

 

 

 

 

 

迎え、一部先行運用開始した、新しい汚泥再生処理センターに業務を

引き継ぐことが出来ました。 

引き続き「焼却熱回収施設」、「リサイクル施設」「バイオガス化熱

回収発電施設」「大規模災害時発生 災害廃棄物ストックヤード」を一

極に備える「エコパーク湖北」の令和１０年度全面運用開始に向け、

センター職員一丸となり邁進しているところでございます。 

なお、当第 1 プラントにおきましては、現在タンク内の減容化を

行っているところですが、最終的な清掃が終わりましたら、施設の用

途廃止に向け、順次所定の手続きを進めて参る所存でございます。 

本日は、受け入れを終了いたしました 9 月までの施設の運営状況

等につきまして、担当から説明をさせて頂きますので、よろしくお聞

き留めいただきますようお願い申しあげまして、簡単ではございま

すが、冒頭のご挨拶とさせて頂きます。 

 

恐れ入りますが、時間の都合上、本日は委員の皆さまの自己紹介は

省略させていただきます。お手元の名簿・座席表でご確認いただけれ

ばと存じます。本日はどうぞよろしくお願いいたします。 

次に、３．委員長の選出を行います。当委員会委員名簿にもあります

ように、委員の任期は、令和６年４月１日から令和８年３月３１日ま

でとなっておりますが、任期途中の人事異動に伴い、長浜市の市民生

活部長が代わられました。委員長の選任については、委員の互選によ

り定めるものとなっておりますが、当委員会の委員長は、例年、長浜

市の市民生活部長にお願いしておりますが、いかがでしょうか。 

  

 異議なし。 

 

ありがとうございます。異議なしをいただきましたので、当委員会

の委員長を長浜市市民生活部長にお願いします。 

 

この委員会につきましては、し尿処理施設、第１プラントの整備お

よび環境の保全について審議、調査または建議することとなってお

ります。委員の皆さまの活発なご意見と慎重なご審議を賜りますよ

うよろしくお願いいたします。また議事の円滑な進行にご協力をお

願いいたします。 

 それでは、会議次第「４．議題」に入ります。 

「（１）第１プラントの運営状況および今後の予定について」事務

局より説明をお願いします。 
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事 務 局： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

それでは、事務局より説明します。まず、会議資料をおめくりいた

だき４ページをご覧ください。第１プラントにおける年度別のし尿

および浄化槽汚泥の収集実績になります。上段の表はセンター管内

における平成１２年度から令和６年度までの年度別のし尿と浄化槽

汚泥の収集実績で、下のグラフはこの表をグラフ化したものです。ま

ず表の見方ですが、表の左側に上からセンター管内、長浜市、米原市

と分かれております。その横に区分としてそれぞれのし尿と浄化槽

汚泥、その合計と分かれており、その横の数字が年度ごとの収集量に

なっております。合計はし尿と浄化槽汚泥の量を足したものです。数

字の単位はリットルになります。まず、し尿の方から説明します。表

の平成１２年度の欄を見ていただくと上段のセンター管内では、し

尿は 38,939,954リットルとなっておりますが、その横平成１３年度

以降の数字を見ていただくと徐々に量が減っているのが分かりま

す。昨年令和６年度を見ていただくと 3,129,498 リットルとなり、

令和６年度は平成１２年度と比べると１０分の１以下に減少してお

ります。実に令和６年度の収集量は平成１２年度の約８％しかあり

ません。下水道整備事業の普及や人口減少等の理由により毎年のよ

うに減少しているのが良く分かります。また、減少率から見ますと平

成２６年度までは、年平均で１０％以上の減少がありましたが、直近

５年で見ますと減少率は平均約５％で落ち着いてきており、近年は

下げ止まりの傾向にあります。しかしながら今後も人口の減少等の

理由により収集量の減少が予測されます。次に浄化槽汚泥ですが、セ

ンター管内では平成１２年度は 29,734,170リットルでしたが、横の

数字を見ていただくと多少の増減はありますが、平成１６年度を境

に徐々に減少し、昨年令和６年度では 18,062,570リットルとなりま

した。平成１２年度と比べると約３分の２の量に減少しています。ま

た、平成２３年度以降は、18,000,000 リットル前後を行き来してお

り、あまり変わらない状況が続いています。これは、農業集落排水施

設の公共下水道への接続事業が令和 10年度まで計画されており、そ

れに伴い農業集落排水施設が廃止され、施設の廃止に伴う最終清掃

による汚泥が増加するため、通常の汚泥が減るもののトータル量的

には変わっていないためです。令和 10年度以降は減少傾向に転じて

いくものと予測されます。また、し尿と浄化槽汚泥を合わせた合計で

見比べますと昨年令和６年度は平成１２年度と比べると約 70％減少

したことになります。次に表下のカラーの棒グラフの見方ですが、グ

ラフの縦棒がし尿と浄化槽汚泥の合計量を表しており、し尿が青、浄

化槽汚泥が赤を表しております。年々収集量が減少し、平成１５年度

を境にし尿と浄化槽汚泥の収集量が逆転し、平成１２年度ではし尿
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事 務 局： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

の割合が約５７％に対し浄化槽汚泥が約４３％でありましたが、昨

年度においてはし尿の割合が約 15％に対し浄化槽汚泥が約 85％とな

り、約２０年の間で収集の形態が変わってきたことがよく分かりま

す。令和６年度のセンター管内の合計収集量 21,192,068リットルに

対し、17,594,494リットルで、全体の 83％になっております。また、

米原市は 3,597,574 リットルで全体の 17％になっております。両市

の割合は、年々開いてきています。以上で 4 ページの説明を終わり

ます。 

続いて５、６ページをご覧ください。この表は第１プラントにおけ

る放流水の水質検査結果になっております。第１プラントではセン

ター管内より収集されたし尿及び浄化槽汚泥を施設内で薬品等を使

い、関係法令等に基づき安全に処理を行い、放流水として最終的に琵

琶湖に処理水を放流しております。そのため、第１プラントのような

し尿処理施設では、廃棄物処理法施行規則第４条の５第２項により

毎月１回以上表の左にある水質検査項目の上からＰＨ、ＳＳ、ＣＯ

Ｄ、ＢＯＤ、Ｔ－Ｎ、Ｔ－Ｐ、大腸菌群数の水質検査を行うよう法律

で定められております。ここで一部訂正なんですが、この大腸菌群数

につきましては、令和 7 年 4 月 1 日に改正され、大腸菌群数が大腸

菌数に、単位につきましては 3000 から 880 に改正となりましたの

で、この場をお借りして訂正させていただきます。よろしくお願いい

たします。また、その排水基準については、水質汚濁防止法第３条第

３項により定められており、一番右の欄に滋賀県の条例で定められ

た基準が排水基準値になっております。５ページは令和５年度・令和

６年度の下半期１０月～３月の月ごとの検査結果、６ページは令和

６年度・令和７年度の上半期４月～９月までの水質検査結果になり

ます。まずは５ページをご覧ください。表の見方ですが、表の左側が

水質検査の検査項目で、その横が各月における直近２年の検査結果

です。また、一番右側の欄が滋賀県の条例で定められている検査項目

の基準値になっております。検査結果はいずれも基準値をクリアし

ており、また、表における各月の数値にばらつきがありますが、この

ばらつきについては、放流水の採水時における水温等の違いによる

ものです。これらの検査結果から第１プラントでは放流水を適正に

排出しております。ここでの説明は以上です。 

次に７ページ、８ページをご覧ください。こちらは、施設内におけ

る悪臭物質測定の分析結果で、７ページが令和 7 年度８ページが令

和 6 年度になります。いずれも排出規制量を大きく下回っており、

適正に運転管理ができております。 

なお、この分析結果の計量証明書の写しについては、検査結果資料
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議   長： 

 

 

 

事 務 局： 

 

議   長： 

 

 

 

委   員： 

 

事 務 局： 

 

 

の１ージから８ページに掲載しておりますのでご確認ください。次

に今後の予定としましては、９月までに受け入れをしました、し尿及

び浄化槽汚泥が槽の中に残っておりますので、今年度中に減容化処

理を行い、令和８年度には、施設内の各槽各配管の洗浄、消毒、その

清掃汚泥の処分を行い、施設の解体工事ができるように準備を進め

てまいります。駆け足となりましたが、以上で議題かっこ１、第１プ

ラントの運営状況及び今後の予定について説明を終わります。 

 

 はい、ありがとうございます。「（１）第１プラントの運営状況およ

び今後の予定について」説明をしていただきましたが、ご質問やご意

見がございましたらよろしくお願いします。 

 

 今後、減容化処理の中で、汚泥等をきれいに出して、解体前にはき

れいになって残留物はないと考えていいですか。 

 

 搬入が終わりまして残っているものは粛々と処理を進めていると

いうところで、解体の前に全て搬出が終わるということになってお

ります。 

 

よろしいですか。ほかございますか。 

 

なし。 

 

 よろしいですか。それでは特にご意見、ご質問等もないようですの

で、続きまして、（２）その他になります。その他について何か事務

局からありますか。 

 

ありがとうございます。事務局からは特にございません。 

 

 分かりました。それでは委員の皆様からこの施設等に関して何か

ご意見等がございましたら、よろしくお願いいたします。どうでしょ

うか。 

 

解体される場合、産業廃棄物は全部持ち出しされるんですか。 

 

ありがとうございます。解体工事の時に産業廃棄物は産業廃棄物

として全て処分することになります。 
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今後、産業廃棄物として出さないで現場でコンクリートを使うと

か、これされるとコンクリートにもいろいろ残留物を吸収してある

ので始末が悪いで。産廃として全部持ち出しをしてほしいとお願い

したいと思います。 

 

解体のときに出てくる産廃については、基本的に全部処分すると

いうふうに法律でもなっていると思いますし、させていただきます。   

なお、杭については、ルール上、今地盤の安定性等の理由が考えられ

るときには、残すことができるということになっておりますので、し

っかり検討して正しい決定をさせていただきたいと思っておりま

す。以上です。 

 

 杭は地中に打ち込んであるが、コンクリートの場合は相当染み込

んでいると思うので、必ず産廃として持ち出して処分してほしいと

思います。もし残ってあったら絶対に全部出してもらいますので、必

ず業者に絶対に残さないように言ってください。それを必ずしても

らわないと後から言った言わないになって困るので、ここで言って

おいても、広域は管理者や局長が変わるとコロコロ方針まで変わる

ので、絶対にこれだけは守ってほしい。県や市もこのことはしっかり

聞いて広域と一緒に守ってほしい。 

 

 はい。ありがとうございます。適切に処理させて頂きます。 

 

よろしいでしょうか。地元のご心配というのは従々ご理解いただ

いて、丁寧な説明と法律に基づいた廃棄物の処分もよろしくお願い

いたします。 

 

ありがとうございます。 

 

ほか、何かご意見ございますか、よろしいでしょうか。はい、あり

がとうございます。それでは、以上をもちまして、本日予定されてお

りました議事は全て終了いたしました。皆さまのご協力により、円滑

に議事を進行することができました。ありがとうございます。では進

行を事務局へお返しいたします。 

 

委員長様誠にありがとうございました。閉会にあたりまして事務

局長よりご挨拶申し上げます。 
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事 務 局： 

本日はし尿処理施設管理運営委員会にご出席いただきましてあり

がとうございます。先ほど説明させていただきましたように、この施

設を適切に今年度管理運営させていただいたのかな、というふうに

思っております。 

また、冒頭の管理者から説明がございましたが、この９月 30日を

もちまして第１プラントでのし尿浄化槽汚泥の受け入れを終了して

おり、ここ第１プラントでの管理運営委員会は本日が最後というこ

とになります。 

振り返りますと、ここ第１プラントは、昭和 49年の 4月から、旧

東浅井・旧坂田郡の８町分のし尿処理をする施設としてスタートし

ております。 

その後、琵琶湖富栄養化防止条例の制定に伴いまして、施設改修が

必要になったことを契機として、長浜市の田村町にありました第２

プラントを第 1 プラントに統合して１市８町の処理する施設となっ

ております。 

また、さらに、平成 22年の市町合併を経て、伊香４町分を受入処

理することとなり、今日に至っております。 

この 51年の長きにわたりこの地で操業させていただきましたが、

今ほど申し上げましたように、その間にも受け入れ処理する対象エ

リアは広がってきております。その時々の情勢の変化が変わる中に

おきましてもご理解いただきました海老江自治会の皆様のご支援ご

協力のおかげをもちまして、今日まで長浜市米原市管内の公衆衛生

の向上、生活環境の保全を図ることができました。この場をお借りし

て心より深く感謝を申し上げます。どうもありがとうございました。 

また、この間も海老江自治会の皆様には、施設内、施設周辺の環境

整備にもご支援ご協力いただいたとお聞きしておりまして、重ねて

お礼申し上げます。本当にありがとうございました。 

今後につきましては、施設の解体工事ができるように準備を進め、

土地の利活用に向けて事務を進めてまいりますので、引き続きご理

解ご協力のほどよろしくお願いいたします。簡単でございますが、閉

会にあたりましての挨拶とさせていただきます。本日はどうもあり

がとうございました。 

 

 本日まで、委員の皆様には施設の管理運営にご支援ご協力をいた

だき、誠にありがとうございました。 

それでは、これをもちまして、閉会とさせていただきます。 

本日はお忙しい中、ありがとうございました。 

 


